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数学的活動をとり入れた授業構成について






























































一般的展開 ｢導 入｣ ｢展 開｣ ｢ま と め｣
4 段 階 ｢課題把握｣ ｢自 力 解 決｣ ｢検 占止｣ ｢一 般 化｣
G.ポ リ ア ｢問題を理解すること｣ ｢計画をたてること｣実行すること｣ ｢振 り返ってみること｣
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が難しい.そこで,｢問題を理解すること｣と ｢振 り返ってみること｣の 2過程に重点を
おき授業構成を考えることとした.われわれはあらためて,｢問題を理解すること｣.｢計画

























[垂 可 - [車 重可 ｢数学の結果による一般化 (まとめ)｣
I
[重奏亘] - 匝 可 ｢数字化 (モデル化)による数学 (展開)｣
T










これら理解 1から検討 3のそれぞれの過程において,作業的 ･体験的活動や観察 ･操作






















































1.計算,形式的な証明,問題解決としての数学 - ｢② 数学的な考え方｣
2.知るための方法としての数学 - ｢(彰 知識の獲得｣
3.創造の手段としての数学 - ｢③ 創造性の基礎｣
4.数学の応用 - ｢④ 応用｣
と対応させ,これら4要因によって具体的な ｢数学的活動｣が誘発されるものと考えた.撹
業では,生徒一人ひとりの活動としてこれら4要因が相互作用し,作業的 ･体験的活動や









































































































































































24 長崎大学教育学部紀要 教科教育 No.39(2002)
1.今回,第 1学年の ｢A 数と式｣の商域の 2単位時間だけで,授業の分析を行っていっ
たが,｢B 図形｣｢C 数量関係｣においても, この4つの要因によって誘発された数
学的活動がなされる 『三段階論法』による授業実践を行い,継続的な,実践による分析,
研究が必要である.
2. 1に関連 して,この授業構成を継続 し,系統的な学習の活動計画を作成 し,『三段階論
法』の検討 3での ｢③ 創造性の基礎｣ と ｢④ 応用｣が次の時間の理解 1を示唆する
ものとして,位置づけが必要である.
3.2回の授業実践は,教師誘導の場面が多かった.｢検討｣か ら次の段階の ｢理解｣へ




4.実践 した授業を 『三段階論法』の観点か ら分析することで,教師自身による授業評価
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